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総
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政
策
部

●｢

オ
ー
ル
ふ
じ
み
野｣

　
未
来
政
策
会
議

　
持
続
可
能
で
発
展
的
な
市
と
す
る
た

め
に
、
市
民
自
ら
が
地
域
の
課
題
を
考

え
、
解
決
策
を
検
討
・
提
案
し
、
実
行

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、「
市
の
魅
力
」

を
発
信
し
ま
す
。

●
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施

　
市
民
の
声
を
直
接
聴
き
、
政
策
に
反

映
さ
せ
る
ほ
か
、
情
報
発
信
の
場
と
し

て
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施

し
ま
す
。

●
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル
・
ＡＩ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ

シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル
と
手
書
き
申
請
書
類

を
デ
ー
タ
化
す
る
Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ
ス

テ
ム
を
一
部
事
業
に
導
入
し
ま
す
。

総
務
部

総
務
部

●
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
の

　
た
め
の
機
器
購
入
費
補
助

　
多
発
す
る
振
り
込
め
詐
欺
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
自
動
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
録
音
機

能
を
有
す
る
対
策
機
器
の
購
入
費
を
補

助
し
ま
す
。

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

　
更
新
業
務
事
業

　
埼
玉
県
に
よ
る
新
河
岸
川
の
「
洪
水

浸
水
想
定
区
域
」
の
公
表
後
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し
ま
す
。

●
防
災
訓
練
の
実
施

　
市
内
全
20
カ
所
に
避
難
所
を
開
設
す

る
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
市
と
市
民
の

防
災
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
（
仮
称
）
第
３
庁
舎
の
建
替
え

　
老
朽
化
し
て
い
る
第
３
庁
舎
、
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
を
解
体
し
て
、
新
た
に（
仮
称
）

第
３
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

●
家
屋
判
別
事
務
へ
の
Ａ
Ｉ
の
導
入

　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
航
空
写
真
か
ら
建

物
の
新
築
・
滅
失
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
り
、
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画

税
を
適
正
に
賦
課
し
ま
す
。

主な事業を、各部ごとに紹介します。

令和２年度令和２年度

主要事業主要事業
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●
総
合
的
な
相
談
窓
口
の
充
実

　
日
常
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
ご
と
、

Ｄ
Ｖ
、
生
活
困
窮
な
ど
に
関
す
る
専
門

家
に
よ
る
各
種
専
門
相
談
を
行
う
と
と

も
に
、
関
係
部
署
と
の
連
携
を
図
り
、

総
合
的
な
相
談
窓
⼝
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
団
体
に
対
し
て
、
団
体
の

特
色
や
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

●
人
権
問
題
に
対
す
る

　
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人

権
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
研
修
会
な

ど
の
啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
健
康
診
査
の
受
診
促
進

　
後
期
高
齢
者
の
健
康
保
持
・
増
進
の

た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
、
自
己
負

担
を
無
く
す
こ
と
で
受
診
を
促
進
し
、

疾
病
の
重
症
化
予
防
を
進
め
ま
す
。

市
民
活
動

市
民
活
動

　
　
推
進
部

　
　
推
進
部

●
自
治
組
織
の
活
動
支
援

　
自
治
組
織
の
活
動
や
集
会
所
の
維
持

管
理
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。
自

治
組
織
が
行
う
加
入
促
進
事
業
な
ど
に

対
す
る
補
助
を
追
加
し
、
自
治
組
織
加

入
率
の
向
上
を
後
押
し
し
ま
す
。

●
市
民
大
学
ふ
じ
み
野
の
運
営

　
市
民
・
地
域
・
行
政
の
連
携
に
よ
る

地
域
力
の
向
上
に
向
け
て
、
講
座
で
学

ん
だ
知
識
を
地
域
に
還
元
で
き
る
人
材

育
成
を
⽬
指
し
ま
す
。

●
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会
の
提

供
と
文
化
的
な
魅
力
の
発
見
・

発
信

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
文
化
芸
術
に
親
し

む
機
会
と
し
て
、
地
域
協
働
学
校
な
ど

と
連
携
し
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
事
業
を

推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
タ
を
充
実
さ

せ
、
市
の
文
化
的

な
魅
力
の
発
見
・

発
信
を
進
め
ま

す
。

●
（
仮
称
）
西
地
域
文
化
施
設
の

整
備

　
文
化
施
設
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

⽅
針
に
基
づ
き
、
市
民
の
文
化
活
動
や

生
涯
学
習
活
動
な
ど
の
拠
点
施
設
と
し

て
、（
仮
称
）
西
地
域
文
化
施
設
を
整

備
し
ま
す
。

●
文
化
芸
術
振
興
未
来
応
援
事
業

　
市
の
文
化
芸
術
振
興
を
図
る
た
め
、

自
主
的
か
つ
創
造
的
な
文
化
活
動
の
企

画
提
案
事
業
に
対
し
助
成
を
し
ま
す
。

●
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
日
常
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
習

慣
を
つ
く
り
、
健
康
で
生
き
生
き
と

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
市
民
の
年

齢
・
適
正
・
健
康
状
態
な
ど
に
応
じ
た

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大
会
を
開
催
し
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
拡
充
を
図
り
ま

す
。

●
オ
ー
ル
ふ
じ
み
野
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業

　
本
年
度
は
、
東
地
域
・
西
地
域
で
そ

れ
ぞ
れ
に
実
施
し
て
い
る
市
民
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
事
業
を
統
合
し

「
オ
ー
ル
ふ
じ
み

野
市
民
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
し
て
開
催
し
ま

す
。

●
粗
大
ご
み
の
有
料
化

　
粗
大
ご
み
に
処
理
⼿
数
料
納
付
券
を

貼
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
簡
素
で
分
か

り
や
す
い
⽅
法
で
粗
大
ご
み
処
理
の
一

部
有
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

●
農
業
生
産
改
善
事
業

　
認
定
農
業
者
や
農
業
者
組
織
に
対

し
、
機
械
購
入
や
農
業
施
設
の
整
備
に

か
か
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興
・
推
進

　
空
き
店
舗
対
策
や
創
業
支
援
な
ど
、

複
合
的
な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

●
企
業
誘
致
推
進
事
業
　

　
企
業
誘
致
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
お
よ
び
雇
⽤

の
促
進・安
定
の
実
現
を
⽬
指
し
ま
す
。

政 策 特 集
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部
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●
地
域
福
祉
の
推
進

　
多
種
多
様
化
す
る
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
の
３
つ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
地
域

福
祉
を
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
て

推
進
し
ま
す
。

●
生
活
困
窮
者
な
ど
の
支
援
事
業

　
生
活
困
窮
者
の
支
援
や
複
合
的
な
問

題
解
決
に
向
け
た
連
携
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

●
第
２
期
子
ど
も
の
貧
困
対
策

　
推
進
計
画
の
策
定
事
業

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
貧
困
の

連
鎖
を
防
ぎ
、
総
合
的
・
効
果
的
に
施

策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
第
２
期
子
ど

も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
（
子
ど
も
の

未
来
応
援
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
ま
す
。

●
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業

　
生
活
困
窮
世
帯
な
ど
の
中
高
生
な
ど

を
対
象
と
し
た
学

習
支
援
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
生

活
に
関
わ
る
支
援

を
進
め
ま
す
。

●
災
害
時
個
別
支
援
計
画
の

　
作
成
事
業

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
医
療
機

関
な
ど
と
連
携
し
、
医
療
的
ケ
ア
を
要

す
る
人
の
災
害
時
個
別
支
援
計
画
を
作

成
し
ま
す
。

●
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　
判
断
能
力
が
⼗
分
で
は
な
い
人
が
成

年
後
見
制
度
を
活
⽤
で
き
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
を
行
う
た

め
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
制

度
の
周
知
と
利
⽤
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
タ
ク
シ
ー

事
業

　
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
、
妊
婦

な
ど
を
対
象
に
、
タ
ク
シ
ー
利
⽤
料
金

の
一
部
を
助
成
し
、
日
常
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
本
年
度
４
月
か
ら
、

運
行
範
囲
を
富
士
見
市
・
三
芳
町
ま
で

拡
大
し
、
共
通
乗
降
場
の
撤
廃
な
ど
、

事
業
内
容
を
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
第
８
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

策
定
事
業

　
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
・
推

進
を
⽬
指
し
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

見
込
み
量
な
ど
を
定
め
る
こ
と
を
⽬
的

と
し
て
、
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

こ
ど
も
・

こ
ど
も
・

元
気
健
康
部

元
気
健
康
部

●
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
条
例
（
仮
称
）
の
策
定
業
務

　
市
の
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、
全
市
民
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
オ
ー
ル

ふ
じ
み
野
で
子
育
て

支
援
す
る
取
り
組
み

の
基
礎
と
な
る
条
例

の
策
定
を
⽬
指
し
ま

す
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

　
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
就
学

児
童
に
対
し
、
授
業
の
終
了
後
な
ど
に
適

切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
健
全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
お
よ
び
産
後
ケ
ア
事
業

　
生
後
２
〜
３
か
月
の
子
（
第
１
子
限

定
）
と
母
親
を
対
象
に
母
親
同
士
が
交

流
で
き
る
場
を
提
供
し
、
母
親
の
育
児

不
安
や
孤
立
感
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
初
産
の
母
親
の
う
ち
必
要
だ
と

認
め
ら
れ
る
人
に
、
乳
児
と
医
療
機
関

な
ど
に
宿
泊
し
、
心
身
の
ケ
ア
や
育
児

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

●
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

　
予
防
接
種
の
実
施

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
予
防
接
種

法
の
Ａ
類
疾
病
に
位
置
付
け
ら
れ
た
た

め
、
こ
と
し
10
月
か
ら
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

予
防
接
種
を
定
期
接
種
と
し
て
開
始
し

ま
す
。

●
各
種
が
ん
検
診
の
充
実

　
各
種
が
ん
検
診
（
大
腸
が
ん
・
肺
が

ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
胃
が
ん
・

前
立
腺
が
ん
）
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
推
進

し
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
減
少
を
図

り
ま
す
。

●
緑
内
障
検
診
の
実
施

　
46
歳
・
56
歳
の
市
民
を
対
象
に
、
自

覚
症
状
な
く
進
行
す
る
緑
内
障
を
早
期

発
見
し
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め

の
緑
内
障
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

●
元
気
・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
お
よ

び
食
育
推
進
の
実
施

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
元
気
・

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

や
⾷
育
推
進
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
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●
循
環
ワ
ゴ
ン
の
運
行

　
公
共
交
通
空
⽩
・
不
便
地
域
の
解
消

を
図
り
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系

を
実
現
す
る
た
め
の
「
市
内
循
環
ワ
ゴ

ン
」
を
運
行
し
ま
す
。

●
上
福
岡
駅
東
口
駅
前
広
場
の

整
備
　

　
暫
定
整
備
と
な
っ
て
い
る
上
福
岡
駅

東
⼝
駅
前
広
場
に
駅
と
つ
な
が
る
歩
道

橋
を
整
備
し
、
安
全
性
と
利
便
性
を
高

め
ま
す
。

●
上
沢
勝
瀬
通
り
線
の
整
備

　
通
学
児
童
の
安
全
確
保
と
ふ
じ
み
野

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、

苗
間
地
内
の
都
市
計
画
道
路
上
沢
勝
瀬

通
り
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス

　
ふ
じ
み
野
地
区
の
整
備

　
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
ふ
じ
み
野

地
区
を
対
象
と
し
た
産
業
団
地
の
創
出

に
向
け
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や
行
政

⼿
続
き
を
行
い
ま
す
。

●
市
内
公
園
の
更
新
整
備
と

　
維
持
管
理

　
安
心
安
全
で
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

集
え
る
公
園
な
ど

を
提
供
し
て
い
く
た

め
、
維
持
管
理
や

老
朽
化
し
た
公
園

な
ど
の
再
整
備
を

行
い
ま
す
。

●
空
き
家
な
ど
の
発
生
の
予
防
、
適

切
な
管
理
お
よ
び
活
用
の
促
進

　
空
き
家
の
調
査
や
条
例
の
制
定
、
総

合
的
な
対
策
計
画
の
策
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
空
き
家
の
発
生
予

防
や
適
正
管
理・活
⽤
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
道
路
の
舗
装
補
修
　

　
破
損
お
よ
び
老
朽
化
の
著
し
い
道

路
・
⽔
路
・
橋
な
ど
の
修
繕
・
補
修
工

事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
策
と
し
て
、
街
路
樹
の
根
に
よ

る
歩
道
舗
装
隆
起
部
分
の
補
修
を
実
施

し
ま
す
。

●
雨
水
対
策
施
設
の
設
置

　
雨
⽔
に
よ
る
浸
⽔
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
、
西
鶴
ケ
岡
一
丁
⽬
地
域
に
計
画

的
に
雨
⽔
浸
透
施
設
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
は
、
福
岡
江
川
下

流
域
の
⽔
宮
地
区
に
雨
⽔
貯
留
施
設
を

設
置
し
ま
す
。

教
育
部

教
育
部

●
地
域
協
働
学
校
の
推
進

　
学
校
を
核
と
し
た
地
域
と
の
連
携
・

協
働
の
推
進
に
よ
り
、
人
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
の
好
循
環
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

学
校
と
地
域
が
共
に
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
「
共
育
」
の
理
念
の
も
と
、
地
域
の

教
育
力
を
活
⽤
し
た
教
育
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

●
小
学
校
施
設
の
大
規
模
改
造

　
老
朽
化
し
た
校
舎
を
改
修
す
る
た
め
、

計
画
的
に
大
規
模
改
造
を
行
い
ま
す
。

本
年
度
は
西
⼩
学
校
（
２
年
⽬
）
と
さ

ぎ
の
森
⼩
学
校
（
１
年
⽬
）
の
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

●
特
別
支
援
学
級
の
増
設

　
⼩
学
校
５
学
級
、
中
学
校
1
学
級
を

増
設
し
、
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
に

配
置
し
て
い
る
特
別
支
援
学
級
等
介
助

員
を
増
員
し
ま
す
。

●
大
井
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制

度
移
行

　
大
井
図
書
館
に
民
間
活
力
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多

く
の
市
民
に
愛
さ
れ

る
身
近
な
公
共
施
設

と
し
て
発
展
さ
せ
る

た
め
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
ま
す
。

●
公
民
館
に
お
け
る

　
社
会
教
育
事
業

　
大
井
中
央
公
民
館
、上
福
岡
公
民
館
、

上
福
岡
西
公
民
館
で
社
会
教
育
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
本
年
度
は
建
物
改
修
の

た
め
、
上
福
岡
公
民
館
の
事
業
は
開
催

場
所
を
変
更
す
る
な
ど
に
よ
り
一
部
を

実
施
し
ま
す
。

整備予定地

整備イメージ

政 策 特 集
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　市の会計は、一般会計、特別会計、企業会計の 3
つに分かれています。
　一般会計は、市民生活全般にわたる仕事を行うた
めに必要な経費やそのための収入を経理する会計
で、市の会計の基本です。本年度の当初予算額は
414 億 1,453 万 5 千円で、前年度と比較して 32
億 8,611 万 4 千円（8.6％）の増額となりました。
　また、特別会計と企業会計は、特定の事業を特定
の収入によって行うため、独立した会計を設けて管
理を行います。

 財政課（ 262・9004）

※令和元度と比較し、幼児教育・保育の無償化、小
学校大規模改造事業、市土地開発公社からの用地取
得費用などによる影響が増額の主な要因です。

■ 一般会計予算額の推移（当初比較）

前年比
−3.8%

前年比
−3.5%

前年比
＋3.3%

27年度 28年度 29年度

（億円） 前年比
＋6.6%

前年比
−5.7%

30年度

400

350

300

381381 367367 379379 404404 381381

本年度

会計会計 予算額予算額（前年度比）（前年度比）
一 般 会 計 414億1,453万5千円（+8.6%）
特 別 会 計 185 億 4,429 万 1 千円（－1.0%）
国民健康保険 91億 7,543万 1千円（−6.4%）
介護保険 80億 718万 4千円（+5.2%）
後期高齢者医療事業 13億 6,167万 6千円（+4.0%）

企 業 会 計 45 億 289 万 3 千円（－3.0%）
水道事業 24億 1,939万 4千円（−2.0%）
下水道事業 20億 8,349万 9千円（−4.2%）

予算総額予算総額 644 億 6,171 万 9 千円（+4.8%）644 億 6,171 万 9 千円（+4.8%）

■ 新年度の予算総額

歳入歳入
　皆さんが納めているこれらのお金が市の収入になっ
ています。

一般会計
・市税
・学校給食費
・公共施設等の使用料
・証明書発行手数料
・寄付

　　　　　など

特別会計
・国民健康保険税
・後期高齢者医療保険料
・介護保険料　　　など

企業会計
・上・下水道使用料
　 　 　 　 　など

歳入総額
414億1,454万円

繰越金
1%

市税
40%

国・県支出金
24%

市債
8%

地方交付税
8%

譲与税・交付金
7%

その他
10%

繰入金
2%

各自治体の行政サービスに大
きな差が出ないよう財政力に
応じて国から配分されるお金
予算額 35億円

公共施設や道路な
どを作るときに、国
や金融機関などか
ら借り入れるお金
予算額 32億円

市の事業に対して国
や県から交付される
お金
予算額 99億円

皆さんに納めていただく税金
予算額 164億

市民一人当たり約14.4万円

31 年度

414414

前年比
＋8.6%

11
市報
ふじみ野 2020.5

歳出歳出

市民一人当たり
約3.4 万円
（予算額約38億円）

総務費

・（仮称）第 3 庁舎の建
替え

・（仮称）西地域文化施設
の整備

・RPA ツ ー ル、AI-OCR
システムの導入

市民一人当たり
約 4.1 万円
（予算額約47億円）

教育費

・小学校校舎の大規模改造工
事

・外国語や I ＣＴ教育
の推進

・小中学校児童生徒へ
の給食の提供

市民一人当たり
約 16.6 万円
（予算額約190億円）

民生費

・幼児教育、保育施設運
営支援

・放課後児童クラブの運営
・高齢者福祉施設に対する

整備費の補助

市民一人当たり
約 1.2 万円
（予算額約 14億円）

消防費

・入間東部地区事務組合への負担金
・ 防災倉庫の更新および防災設備

の充実
・ 地域防災力の向上に向けた支援

事業

市民一人当たり
約 0.8 万円
（予算額約 9億円）

その他

・議会の運営
・農業、商工業の振興

歳出総額
414億1,454万円

民生費
46%公債費

10％

総務費
9％

土木費
11％

衛生費
7％

教育費
11％

消防費
4%

その他　2％

市民一人当たり
約 3.6 万円
（予算額約41億円）

公債費

・市債（借金）の返済
市民一人当たり
約 4.0万円
（予算額約46億円）

土木費

・上福岡駅東口駅前広場の整備
・上沢勝瀬通り線の整備
・市内公園の更新整備と維持管理

一般会計歳出　市民一人当たり
約 36万 3千円

ふじみ野市の人口�11 万 4,240 人 ( 令和 2年4月1日現在 )

一般会計歳出　ふじみ野市全体
414 億 1,454 万円

衛生費

・ごみなどの処理やリサイクル
・各種がん検診および緑内障検診
の充実
・元気・健康マイ
レージおよび食育
推進の実施

市民一人当たり
約 2.6 万円
（予算額約29億円）

政 策 特 集
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